
小さくてもキラリ、人が輝き、町が輝くために

ニコニコ  二連覇  二冠達成！
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昨
年
11
月
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が

10
路
線
13
線
区
、
距
離
に
し
て
道

内
の
鉄
道
の
約
半
分
に
あ
た
る
１
、

２
３
７
㎞
を
「
当
社
単
独
で
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
な
線
区
」
と
公

表
し
て
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

単
独
維
持
困
難
線
区
と
は
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
が
、
収
益
の
悪
化
な
ど
に

よ
り
今
ま
で
の
よ
う
に
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
難
し
い
と
し
た
線
区

で
す
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
は
、
輸

送
密
度
が
２
０
０
人
未
満
の
区
間

は
バ
ス
な
ど
へ
の
転
換
、
２
０
０

人
以
上
２
、０
０
０
人
未
満
の
区
間

は
、
費
用
負
担
も
含
め
て
鉄
道
を

維
持
す
る
仕
組
み
を
地
域
と
相
談

し
た
い
と
い
う
意
向
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

室
蘭
線
が
単
独
維
持
困
難
線
区

と
し
て
公
表
さ
れ
て
以
降
、
町
で

は
、
同
じ
南
空
知
の
沿
線
自
治
体

で
あ
る
岩
見
沢
市
、
栗
山
町
と
「
地

域
に
と
っ
て
室
蘭
線
は
必
要
」
と

い
う
共
通
認
識
を
確
認
し
、
ま
た
、

苫
小
牧
市
や
安
平
町
と
も
情
報
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
北
海
道
の
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
な

　

岩
見
沢
市
、
栗
山
町
、
由
仁
町

の
３
市
町
で
連
携
し
て
、
７
月
に

室
蘭
線
の
利
用
実
態
に
関
す
る
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
行
き
上
り
７
便
と
、
岩

見
沢
行
き
下
り
７
便
の
便
別
の
乗

降
客
数
（
表
１
）
で
は
、朝
の
通
勤
・

通
学
の
時
間
帯
と
夕
方
の
帰
宅
の

時
間
帯
の
利
用
が
多
く
、
そ
れ
以

外
の
時
間
帯
と
で
大
き
く
差
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

各
駅
の
乗
降
客
数
（
表
２
）
は
、

岩
見
沢
駅
の
利
用
が
最
も
多
く
、

次
い
で
栗
山
駅
、
由
仁
駅
、
栗
沢

駅
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
降

客
を
年
代
別
（
表
３
）
で
み
る
と
、

20
歳
代
ま
で
の
若
い
世
代
が
８
割

を
超
え
て
お
り
、
と
く
に
利
用
者

数
の
多
い
朝
の
下
り
便
、
夕
方
の

上
り
便
で
、
こ
の
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
見
沢
駅
以
外
の
乗
降

客
１
３
３
人
に
対
し
て
行
っ
た
聞

き
取
り
調
査
か
ら
は
、
室
蘭
線
の

主
な
利
用
客
は
、
岩
見
沢
市
内
の

高
校
な
ど
へ
の
通
学
を
目
的
と
し

た
学
生
で
あ
る
こ
と
や
、
三
川
駅

と
追
分
駅
（
安
平
町
）
を
ま
た
い

だ
移
動
は
極
端
に
少
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

か
で
の
室
蘭
線
の
役
割
や
利
用
促

進
策
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

重
ね
て
い
ま
す
。

▼
駅
数
・
営
業
キ
ロ
数

　

13
駅
・
６
７
．０
㎞

▼
輸
送
密
度

　

４
８
４
人
（
平
成
28
年
度
）

▼
営
業
係
数

　

１
、１
３
７
円
（
平
成
28
年
度
）

▼
営
業
収
支

　

マ
イ
ナ
ス
12
億
６
、７
０
０
万
円

　
（
平
成
28
年
度
）

※
輸
送
密
度
＝
１
日
１
㎞
あ
た
り

　

の
乗
車
人
数

※
営
業
係
数
＝
１
０
０
円
の
運
賃

　

収
入
を
得
る
た
め
に
か
か
る
費
用

由仁駅 古山駅 三川駅
時刻 乗車 降車 時刻 乗車 降車 時刻 乗車 降車
6：26 4 2 6：32 0 0 6：36 3 0
9：31 1 0 9：36 0 0 9：41 1 0
13：20 0 3 13：26 0 1 13：30 0 0
15：35 0 2 15：41 0 0 15：45 0 0
17：02 0 14 17：07 0 6 17：12 0 10
20：08 0 35 20：14 0 6 20：19 0 12
22：26 0 9 22：31 0 1 22：36 0 0
計 5 65 計 0 14 計 4 22

三川駅 古山駅 由仁駅
時刻 乗車 降車 時刻 乗車 降車 時刻 乗車 降車
6：15 8 0 6：20 6 0 6：25 25 0
6：56 21 0 7：01 8 0 7：07 24 2
9：22 4 1 9：27 0 0 9：32 6 1
14：13 0 0 14：18 1 0 14：22 0 1
18：13 0 2 18：17 0 0 18：22 4 4
20：33 0 2 20：38 0 0 20：43 1 0
22：17 0 0 22：22 0 0 22：26 0 0
計 33 5 計 15 0 計 60 8

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
以上 計

由仁駅 106 8 2 3 9 6 4 138
古山駅 27 0 2 0 0 0 0 29
三川駅 51 2 1 5 1 4 0 64

計 184 10 5 8 10 10 4 231
構成比 79.7 4.3 2.2 3.5 4.3 4.3 1.7 100.0

【下り岩見沢行き】

【上り苫小牧行き】
表 1　便別乗降車数

表 2　駅別乗降客数

表 3　年代別利用者数

駅　名 乗　車 降　車 計
岩見沢 320 331 651
志　文 15 15 30
栗　沢 51 48 99
栗　丘 4 4 8
栗　山 169 155 324
由　仁 65 73 138
古　山 15 14 29
三　川 37 27 64
計 676 667 1,343

Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
利
用
実
態

調
査
を
実
施

Ｊ
Ｒ
室
蘭
線（
沼
ノ
端
～

岩
見
沢
）の
概
況

ＪＲ北海道
路線見直しどうなる？  どうする？

 私たちの室蘭線どうなる？  どうする？

 私たちの室蘭線

岩見沢

由仁

ＪＲ室蘭線沼ノ端

札幌

千歳

太平洋

単位（人）

単位（人）

単位（人）

単位（人）

　ＪＲ北海道が、単独維持困難線区
として位置づけているＪＲ室蘭線の
状況を一緒に学びませんか。内容な
どくわしくは、お問い合わせくださ
い。みなさんのご来場をお待ちして
います。
日時　12月20日㈬　15時
場所　岩見沢市有明町南 1番地 20
　　　自治体ネットワークセンター
　　　4階マルチメディアホール
　　　（ＪＲ岩見沢駅となり）
問地域活性課地域活性担当
☎ 83-2112

ＪＲ室蘭線を学ぼう！
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　教育委員会委員を 2 期 8 年、由仁町
農業委員を 3 期 9 年歴任し、平成 26
年 7 月からは農業委員会会長として、
特に新農業委員会制度の改正に取り組
まれ、本町の教育・農業の振興発展に
大きく貢献されました。

　平成 8 年から平成 29 年までの 21 年
間にわたり、由仁町立学校の学校薬剤
師を務められ、薬物の適正管理や指導
を行いながら、児童・生徒の健康の保
持増進に尽力され、学校教育の振興に
寄与されました。

　平成 29 年 7 月に開催された第 45
回北海道中学校柔道大会の女子個人 52
㎏以下級で優勝、8 月の第 48 回全国
中学校柔道大会では同以下級で、ベス
ト 16 の成績を収められました。

多大な功績 をたたえ表彰
　11 月 2 日、町政の発展や教育振興
の分野で功績のあった個人・団体の表
彰が行われました。今年度は 6 個人・
1 団体に対して表彰状が手渡され、そ
の功績がたたえられました。

　平成 13 年から平成 28 年までの 5 期
15 年にわたり、民生委員児童委員とし
て、地域における福祉問題の早期発見
や解決に向け、関係機関との連絡調整
やほかの委員と連携・協力し、悩みを
抱える家庭を積極的に支援しました。

　平成 29 年 7 月に開催された第 48 回
北海道中学校陸上競技大会の 100 ｍ
走、200 ｍ走で優勝、8 月の第 44 回
全日本中学校陸上競技選手権大会の
100 ｍ走、200 ｍ走で準優勝の成績を
収められました。

　平成 6 年から平成 28 年までの 8 期
約 23 年にわたり、民生委員児童委員
の主任児童委員として、児童福祉問題
の早期発見や解決に向け活躍し、住民
と行政の重要なパイプ役として貢献さ
れました。

　由仁町社会福祉協議会が運営してい
るデイサービスセンターで、利用者の
見守りなどの支援ボランティア活動を
行い、また、福祉のつどいや各種事業
の運営にも積極的に協力するなど、社
会福祉の向上に大きく貢献しました。

町政功労者表彰教育委員会表彰

個人表彰　黒川   範子  さん

個人表彰　市川   諒  さん

個人表彰　鷹   祥永  さん 自治功労　吉田   智  さん

社会福祉功労　高橋  美貴子  さん

社会福祉功労　岩崎   昭明  さん

実践団体表彰　まゆの会  さん
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由仁町を考える

町政懇談会を開催
開催日 会場

10月4日㈬  川端老人福祉センター
10月5日㈭  健康げんきづくり館
10月11 日㈬  三川会館

10 月上旬の 3 日間、町長がみなさんと直接対話する「町政懇談会」を開催しました。
 町内 3 会場、延べ 49 人が参加し、今後の由仁町のあるべき姿を共に語り合いました。
ここでは、それらを抜粋してお知らせします。

【
地
域
担
当
職
員
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

地
域
担
当
職
員
は
こ
ち
ら
か
ら

お
願
い
し
な
い
と
来
な
い
の
か
。

自
ら
地
域
に
来
る
よ
う
に
で
き
な

い
の
か
。

（
回
答
）

　

広
報
配
布
の
と
き
に
は
区
長
に

「
役
場
に
伝
え
る
こ
と
は
な
い
か
」

「
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
か
」

確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
会

な
ど
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
行

事
に
は
必
ず
出
席
し
て
い
ま
す
。

一
軒
一
軒
回
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
何
か
あ
る
と
き
に
は
区
長

に
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
。

【
地
域
社
会
問
題
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

最
近
は
若
い
人
や
近
隣
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く

な
っ
て
困
っ
て
い
る
。

（
回
答
）

　

保
健
福
祉
課
で
地
域
支
え
合
い

運
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
11
自

治
区
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
声
か

け
な
ど
の
安
否
確
認
を
実
施
し
た

り
、
宅
配
便
や
生
協
の
共
同
購
入

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
買
い
物
難
民
、
交
通
弱
者
に
つ
い

て
】

（
質
問
）

　

三
川
市
街
の
住
民
の
買
い
物
を

す
る
場
所
や
足
の
確
保
に
つ
い
て

の
考
え
は
な
い
か
。

（
回
答
）

　

三
川
市
街
の
店
舗
閉
鎖
を
聞
い

て
、
町
で
も
買
い
物
を
す
る
場
所

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
が
、
結

論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
町
で
は
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
公
共
交
通
機

関
が
な
い
地
域
に
タ
ク
シ
ー
を
運

行
し
て
お
り
、
こ
の
タ
ク
シ
ー
の

運
行
エ
リ
ア
を
拡
大
で
き
な
い
か

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
や

中
央
バ
ス
の
公
共
交
通
機
関
の
問

題
も
あ
り
、
良
い
方
策
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
町
有
地
の
利
用
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

三
川
保
育
園
の
南
側
の
土
地
を

町
に
寄
付
し
た
と
聞
い
た
。
今
後
、

何
か
施
設
を
建
て
る
の
か
。

（
回
答
）

　

現
段
階
で
具
体
的
な
活
用
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
有
効
に
活
用

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
婚
活
問
題
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

独
身
者
に
対
し
て
結
婚
相
手
を

さ
が
す
事
業
は
し
て
い
な
い
の
か
。

（
回
答
）

　

昨
年
、
由
仁
町
縁
結
び
協
議
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
縁
結
び
相
談

員
と
い
う
世
話
役
の
方
が
独
身
者

に
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
、
相
談
員
の
協
力

を
得
て
、
婚
活
パ
ー
テ
ィ
を
開
催

し
ま
し
た
。
男
女
合
わ
せ
て
約
30

人
が
集
ま
り
、
カ
ッ
プ
ル
も
成
立

し
ま
し
た
。
そ
の
カ
ッ
プ
ル
が
結

婚
に
い
た
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
出
会
い
の
場
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

、【
Ｋ
Ｃ
Ｍ
事
業
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

健
診
を
受
け
る
と
チ
ケ
ッ
ト
が

も
ら
え
る
と
聞
い
た
が
、
平
成
29

年
度
に
受
診
し
て
チ
ケ
ッ
ト
を
も

ら
っ
た
場
合
、
平
成
30
年
度
も
対

象
に
な
る
の
か
。

（
回
答
）

　

チ
ケ
ッ
ト
を
も
ら
う
に
は
申
請

が
必
要
で
す
が
、
今
年
度
は
事
業

開
始
初
年
度
で
あ
る
た
め
、
平
成

29
年
度
の
健
診
受
診
で
29
年
度
も

30
年
度
も
チ
ケ
ッ
ト
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
質
問
）

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
な
い

と
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
。

（
回
答
）

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
保
で
も
社

会
保
険
で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
現
状
】

（
質
問
）

　

町
内
に
２
つ
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
あ
る
が
、
現
在
の
待
機

者
の
状
況
は
ど
う
か
。

（
回
答
）

　

待
機
者
は
一
桁
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
重
複
し
て
施
設
の
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人
も
い
る
の
で
、

実
数
は
不
明
で
す
。
待
機
者
は
多

く
は
な
い
の
で
、
比
較
的
早
く
入

所
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

（
質
問
）

　

以
前
は
何
年
も
待
た
な
け
れ
ば

入
所
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
は
そ

う
で
も
な
い
。
制
度
や
対
象
者
が

厳
し
く
な
っ
た
の
か
。

（
回
答
）

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か

ら
社
会
福
祉
法
人
が
施
設
を
増
や

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
は
要
介
護
３
以
上
で
な
け
れ
ば

入
所
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
国

の
方
針
が
在
宅
介
護
へ
と
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
努
力
支

援
制
度
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
努
力

支
援
制
度
で
、
由
仁
町
が
全
道
３

位
を
獲
得
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

（
回
答
）

　

町
で
は
特
定
健
診
受
診
率
60
％

を
目
標
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
27
年
度
は

65
．５
％
、平
成
28
年
度
は
66
．１
％

と
高
い
受
診
率
を
達
成
し
ま
し
た
。

保
険
者
努
力
支
援
制
度
と
は
、
医
療

保
険
者
が
健
全
な
運
営
の
た
め
に

取
り
組
ん
だ
様
々
な
努
力
を
評
価

し
、
国
が
そ
の
得
点
に
応
じ
て
交

付
金
を
決
定
す
る
制
度
で
、
評
価
指

標
は
11
項
目
あ
り
、
由
仁
町
は
、
特

定
健
診
受
診
率
、
メ
タ
ボ
減
少
率
、

糖
尿
病
重
症
化
予
防
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
利
用
の
促
進
、
保
険
税
の

収
納
の
項
目
で
高
得
点
を
上
げ
、
３

位
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
評
価

を
受
け
て
町
と
し
て
も
更
な
る
努

力
を
し
た
い
で
す
。

、【
診
療
所
へ
の
転
換
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

病
院
を
診
療
所
に
変
え
る
が
、

今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

（
回
答
）

　

町
の
財
政
は
大
変
厳
し
く
、
病
院

は
残
し
た
い
で
す
が
、
今
ま
で
と
同

じ
状
況
で
は
難
し
い
。
ベ
ッ
ド
数

ま
ち
づ
く
り
関
連

保
健
福
祉
関
連

平成 29 年度   町政懇談会

病
院
関
連
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を
減
ら
す
関
係
で
病
院
か
ら
診
療

所
へ
と
名
称
を
変
更
し
ま
す
。
３

階
に
併
設
を
予
定
し
て
い
る
老
健

施
設
は
、
退
院
後
に
受
け
入
れ
の
で

き
る
施
設
と
し
て
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
合
わ
せ
て
現
在
、
総
合
診
療

医
を
探
し
て
お
り
、
今
後
、
往
診
な

ど
も
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

病
院
は
本
来
、
新
築
で
建
て
直

す
の
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
改
修

で
対
応
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

改
修
に
対
す
る
財
源
も
借
入
を

行
っ
て
お
り
、
返
済
に
は
12
年
か

か
り
ま
す
。
途
中
で
廃
止
す
る
と

そ
の
時
点
で
の
残
額
を
全
部
返
済

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

診
療
所
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
質
問
）

　

診
療
所
に
な
っ
た
ら
長
期
入
院

は
で
き
な
く
な
る
の
か
。

（
回
答
）

　

診
療
所
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
す
ぐ
に
退
院
さ
せ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
度
転
換
す
る

介
護
老
人
保
健
施
設
の
方
と
、
患

者
の
状
態
に
合
わ
せ
て
診
療
所
の

入
院
と
す
る
か
老
健
で
の
入
所
と

す
る
か
の
判
断
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。
老
健
施
設
で
の
入
所
期
間

は
１
８
０
日
な
ど
の
規
制
も
あ
り

ま
す
が
、
転
換
す
る
介
護
老
人
保

健
施
設
は
小
規
模
老
健
と
な
る
こ

と
か
ら
、
規
制
も
緩
和
さ
れ
る
の

で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

（
質
問
）

　

今
入
院
し
て
い
る
人
を
優
先
し

て
施
設
に
入
れ
る
の
か
。
町
外
の

人
が
入
院
し
て
い
て
も
同
じ
か
。

（
回
答
）

　

入
院
し
て
い
る
家
族
か
ら
先
に

相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
施
設

の
入
所
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
町

外
の
人
も
同
じ
で
す
。
施
設
利
用

に
は
介
護
認
定
が
必
要
な
た
め
、

そ
の
手
続
き
も
合
わ
せ
て
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

、【
子
供
た
ち
の
活
躍
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

最
近
、
由
仁
の
子
供
が
大
変
活

躍
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
な
ど
話
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

陸
上
や
柔
道
、
野
球
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
で
、
由
仁
の
子
供
た

ち
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

昨
年
、「
が
ん
ば
れ
子
ど
も
応
援
基

金
」
を
立
ち
上
げ
、
活
躍
す
る
子

供
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
方
か
ら
多
く
の
寄
附

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
愛
篤
福
祉
会
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

愛
篤
福
祉
会
の
整
備
現
状
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

（
回
答
）

　

愛
篤
福
祉
会
は
、
避
難
所
お
よ

び
知
的
障
が
い
者
の
授
産
施
設
と

し
て
進
出
し
ま
し
た
が
、
将
来
的

に
は
、
知
的
障
が
い
者
が
年
を
と
っ

て
か
ら
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
知

的
障
が
い
者
専
用
の
特
養
施
設
に

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
北
海

道
の
特
養
施
設
の
定
員
は
飽
和
状

態
で
あ
り
、
新
規
設
置
は
な
か
な

か
認
め
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
は
入
所
者
が
行
う
軽
作
業
が

な
い
た
め
、
入
所
者
が
増
え
ま
せ

ん
。
以
前
、
福
島
に
行
っ
た
時
は
、

部
品
の
ね
じ
止
め
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
か
ら
仕
事

の
情
報
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
の
で
、
仕
事
が
あ
れ
ば
保

健
福
祉
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
防
災
無
線
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

ポ
ン
プ
の
故
障
に
よ
り
ユ
ン
ニ
の

湯
が
休
業
し
た
の
に
無
線
放
送
が
行

わ
な
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

（
回
答
）

　

十
分
協
議
の
う
え
、
今
回
は
民

間
施
設
と
い
う
扱
い
で
無
線
放
送

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
風
呂
の

な
い
住
民
に
は
、
バ
ス
停
に
休
業

の
お
知
ら
せ
を
掲
示
す
る
な
ど
対

応
を
行
い
ま
し
た
。

【
土
地
の
管
理
に
つ
い
て
】

（
質
問
）

　

町
に
寄
附
さ
れ
た
土
地
の
草
刈
り

が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

（
回
答
）

　

そ
の
土
地
を
町
で
管
理
す
る
の

は
来
年
か
ら
な
の
で
、
今
は
ま
だ
草

刈
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
来
年
、

近
所
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
処
理
し
ま
す
。

そ
の
他

平成 29 年度   町政懇談会

由仁 1 区　　廃品回収日に合わせて、サロンをはじめました。
由仁 2 区　　支え合い活動協力者が 30 人、ステッカーを貼っています。
由仁 4 区　　自治区のみなさんが、いきいきグループとして支え合い活動を推進しています。
由仁北 6 区　見守り対象者、担当者を決めて、訪問しています。
由仁南 6 区　認知症が心配、サポーター養成講座を受けたい。
由仁 7 区　　自治区会館のプロジェクターを利用して、映画鑑賞会を行っています。
　　　　　　ほかの自治区もご利用ください。
由仁 8 区　　区長が巡回しています。自治区での交流会は大事な機会です。
由仁 9 区　　見守り対象者に声かけ、電気が点かない場合は訪問します。
熊本　　　　名簿掲載者の家に命のバトンを置きます。民生委員と訪問します。
川端 1・2 区　班長が広報を各戸に配ります。今年からふまねっとをはじめました。

地域 支え合い座 談 会
地域支え合い活動を実施している 11 自治区と座談会を実施し、
それぞれの取組、課題について意見交換を行いました。

支援を必要とする人の情報を自治区と行政が共有し、地域での見守り、
支え合い活動を推進し、支援を必要とする人が住み慣れた地域で安心
して暮らすための活動。

各自治区の取組

2017

地域支え合い活動
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　町民の教育に関する理解と関心を高める
ことを目的に制定された「ゆに教育の日」。
学校や子供たちの様子を多くの町民に見て
もらおうと、町内小中学校と由仁幼稚園で
一斉公開授業「みんなで学校へ行こう！」
が 11 月 1 日に行われ、平日にもかかわらず、
今年度は 142人の保護者や地域の住民のみ
なさんに参観していただきました。
　参観者に協力いただいたアンケートの一
部を紹介します。
★子供たちの様子
・子供たちがいきいきしていた（小学校）
・みんなが発言をしていてよかった（小学校）
・元気よく子供たちが挨拶してくれた（小学

校）
★授業の様子
・初めて英語の時間がみれてよかった（幼稚

園）
・畳づくりの体験など大事だと思う（小学校）
・熱意の中に優しさ、厳しく注意される場面

もあり、ありがたく思った（小学校）
★全体的な感想
・時間に余裕があり、参観しやすい時間でよ

かった（小学校）
・祖父母も授業を参観できるのでよかった

（小学校）

　11 月 5 日、古川会館で古川クローバー会
（会長　宮下芳友）主催の「認知症サポーター
養成講座」が開催されました。
　今回の講座により、サポーターの人数は
468人となり、介護保険事業計画で目標にし
ていた今期中の人数（385人）をすでに達成
することができました。
　しかし、高齢化に伴い認知症の人は年々増
加しており、今後ますます認知症の人や家族
を支える取組が重要になります。
　日常的な付き合いの中で、認知症の初期症
状に気づくことがあります。認知症の人に
とって初期の段階で適切な診断、医療に結び
つくことは今後の生活を大きく左右します。
　なかなか受診につながらない場合など、
困った時には医師や保健師、社会福祉士によ
る「認知症初期集中支援チーム」が本人、家
族の支援を行います。
　身近に心配な方がいましたら、地域包括支
援センターにご相談ください。また、認知症
サポーター養成講座開催の依頼も随時受け付
けていますので、お気軽にご相談ください。
問健康元気づくり館内地域包括支援センター
☎ 83-4750

　7 月 23 日に亡くなられた山根寛さん（川端、
享年 85 歳）に、内閣総理大臣から特別叙勲「瑞
宝双光章」が授与されました。
　山根さんは、昭和 45 年から平成 13 年まで
由仁町民生委員児童委員として、また、昭和
28 年から平成 2 年まで由仁消防団員として、
由仁町の発展に尽力されました。勲章は、10
月 24日に役場で松村町長から長男の博樹さん
に伝達され、亡き父の功績を同席した消防関係
者と振り返っていました。

　長年にわたり交通安全の推進に尽力した町交
通安全指導員の安達武夫さん（中央）に、10
月 24 日、栗山地区交通安全協会の松原会長か
ら札幌方面交通安全協会長表彰（功労者）が伝
達されました。安達さんは平成 9 年から交通安
全指導員として活動し、現在は町交通安全協会
由仁副支部長として指導員に対する指導や質の
向上に積極的に尽力され、交通安全に対する意
欲が非常に高く評価されました。
　今後も積極的な活動を期待します。

　5 月から由仁小学校で実施した「人権
の花」運動が評価され、11月 6 日に、札
幌法務局岩見沢支局長から児童会長の大
西俊輔くんに感謝状が渡されました。
　この事業は、花を育てることで、情操
を豊かにし、命の大切さや思いやりの心
を身に付け、人権に対する理解を深める
ことを目的とした事業です。
　今年度、由仁小学校では、児童を主役
としながらもＰＴＡや地域住民の協力を
得て花の育成管理にあたるなど、地域と
の一体感ある取組がなされました。

　11月 20日、ＪＡそらち南青年部（藤
田佳丈部長）が町内の小中学校と保育園、
幼稚園を訪れ、今年収穫した新米ななつ
ぼし（1 袋 1㎏入）を児童生徒・園児全
員に寄贈しました。

新米の寄贈故山根寛さん瑞宝双光章受章

札幌方面交通安全協会長表彰

「みんなで学校へ行こう！」
ゆに教育の日一斉公開授業

認知症サポーター数目標達成！
さらに初期集中支援チームで
しっかりサポート

由仁小学校「人権の花」
運動に感謝状

30まちかどNETWORKまちかどNETWORK 30
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　11 月 2 日、健康元気づくり館で、恵み野病院循環器内
科部長の成田浩二医師を講師に迎え、「あなたの血管大丈
夫？」をテーマに講演が行われました。成田講師は「脳卒
中や心筋梗塞は自覚症状がなく突然発症する人が多いの
で、日ごろからの健康管理が大切です。特に血圧は家庭で
毎日測定することをお勧めします」と話し、参加した 87
人は熱心に耳を傾けていました。講演会終了後、希望者へ
家庭血圧を記録する「血圧手帳」が配られました。

血管の大切さを学ぶ

　10 月にベルギー・ブリュッセルで開かれ
た「第 3 回世界若者農業サミット」に日本
代表として参加した上野力哉さん（本三川）
が 11 月 1 日、参加報告に訪れました。
　サミットは世界の若手農業者の育成と交流
を目的に 2 年に 1 度開かれ、今回は世界 49
か国から 100人が参加し、グループ討論や
現地視察が行われました。
　上野さんは、ドイツなどから参加した 8
人でグループを作り、若者農業者団体による
発展途上国での農業教育についてのプロジェ
クト結果を発表したことなど松村町長に報告
し、「現地の農業情勢など、学んできたこと
を地域の若手農業者に伝えていきたい」と話
していました。

　今年も町内の保育園・小学校で生活発表会・
学習発表会が行われました。
　10 月 21 日に由仁小学校で行われた学習
発表会では、子供たちが劇や演奏を一生懸命
に披露。鼓笛隊による演奏も行われました。
　10 月 28 日に由仁保育園で、11 月 12 日
に三川保育園で行われた生活発表会では、遊
戯を元気いっぱいに踊り、保護者の目を釘づ
けにしました。

　第 51 回由仁町文化祭が 10 月 28 日から 2
日間、文化交流館と健康元気づくり館で行わ
れました。
　会場には保育園児からお年寄りまで約 390
人による絵画や書道、生け花、写真、俳句、
手工芸品など数多くの力作が展示されまし
た。なお、会場入口に展示された町の花「菊」
は、文化祭後も引き続き役場庁舎で展示され
ました。
　11 月 19 日に文化交流館で開催された芸能
音楽発表会では、民謡や日本舞踊、フラダン
スなど 8 団体から約 70 人があでやかな衣装
に身をつつみ、1 年間の練習の成果を披露。
　芸を深め役者の風格ただよう発表に、会場
からは盛大な拍手が送られました。

世界若者農業サミット
参加を報告

由仁・三川保育園、由仁小学校
生活・学習発表会

文化の花を咲かせよう
由仁町文化祭・芸能音楽発表会

30まちかどNETWORKまちかどNETWORK 30

　農村漁村における地域の活性化や個性的で
魅力ある地域づくりの優れた活動を表彰する
北海道開発局主催の「わが村は美しく－北海
道」運動第 8 回コンクールで、町内の若手女
性農業者のグループ「ＷＥＡＶＥ（林奈未代
表）」が大賞審査委員特別賞を受賞しました。
　コンクールは昨年度に開発局の建設部 10
ブロックから優秀賞を受賞した 14 団体の中
から、先導性・モデル性の高い活動を行う団
体に大賞、今度も継続した活動が期待される
団体に大賞審査員特別賞を決定するもので、
ＷＥＡＶＥは希少野菜の生産販売など、若手
女性農業者が楽しく学びながら仲間づくりを
続けている活動が評価されました。
　10月 31日に札幌市で開かれた表彰式で、
林代表に表彰状が手渡されました。

ＷＥＡＶＥ（ウィーブ）が
特別賞を受賞

▲由仁小学校学習発表会

▲由仁保育園生活発表会 ▲文化祭

▲芸能音楽発表会▲三川保育園生活発表会
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11月のいろんなこと

隊

員

か

ら

〒 069-1292 北海道夕張郡由仁町新光 200 番地　☎ 0123-83-2112　FAX：0123-83-3020　E-mail：kyouryoku.km@gmail.com
由仁町地域活性課内（地域おこし協力隊）黒川 真奈美

地域おこし協力隊とは、人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外の人材を積極的に誘致し、その定住・定
着を図ることで、意欲ある都市住民のニーズに応えながら、地域力の維持・強化を図っていくことを目的とする取り組みです。

　
今
年
は
夏
ら
し
い
日
も
な

く
終
わ
り
、
農
作
物
の
収

量
を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
お
米
は
平
年
ど
お
り
、

じ
ゃ
が
い
も
は
豊
作
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
農
業

に
従
事
さ
れ
る
方
の
努
力
の

賜
物
で
あ
る
と
、
感
謝
を
し

な
が
ら
食
事
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
ま
も
な
く
ク
リ
ス
マ
ス

に
お
正
月
と
、
忙
し
い
時
期

に
な
り
ま
す
。
ま
た
気
温
も

下
が
り
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
ご
自
愛

く
だ
さ
り
、
よ
い
お
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。（

今　
尚
章
）

地域おこし協力隊
由仁町

隊員だより

第41号
2017年12月1日発行

　「夕焼け小焼けの　赤とんぼ 負われて見たのは　いつの日か」の
歌いだしで有名な童謡の「赤とんぼ」。その赤とんぼを最近見かけな
くなったと思いませんか？
　私は 15 年前、札幌市の滝野すずらん公園で、とてつもない数の赤
とんぼが飛んでいるのを見て、恐怖すら感じたことがあるのですが、
それ以来見かけた記憶がまったくありませんでした。由仁町に移住
してからも見かけないので、ちょっと気になって調べてみました。
　赤とんぼは、2000年ごろから全国的に急激に減り始め、1987年と 2009年で比較すると 100分の 1 ま
で減少。さらに驚くことに、大阪府、兵庫県、富山県では絶滅が心配される種となっており、三重県では
準絶滅危惧種に、長崎県では絶滅の危険が増大している種として、鹿児島県では絶滅危惧 1 種に位置付け
られているそうです。その理由として、諸説ありますが、環境汚染が影響しているようです。
　写真は白黒ですが、役場に行ったときに 6 匹ほど止まっていたアキアカネです。本当に久しぶりに見ま
した。

　10 月 18 日、19 日の 2 日間、札幌市厚別区の新さっぽろアーク
シティサンピアザ光の広場で、毎年恒例の由仁町・栗山町合同物産
展が行われました。
　この物産展は春と秋の年 2 回行われ、毎回来てくださるお客様も
いて、みなさんに心待ちにされている物産展なのだと感じています。
　今回は秋ということもあり、新米やスーパーの 2 倍以上の量が
入った新鮮なほうれん草、前日に掘ったばかりの新しょうが、由仁
町が誇る原木しいたけとその加工品、ビッグサイズの新じゃが、立
派なにんにくの詰め放題、さらには使いやすいと大変好評の由仁陶
苑馬追焼の陶器などなど、どれもこれも大人気で早々に完売する商
品もたくさんありました。
　前月号のオータムフェストの記事でも書きましたが、このような
取り組みを続けることで、人づてに評判は広がっていきます。その
結果新規の客層の獲得と、由仁町に魅力を感じ実際に行ってみよう
と思う交流人口が増え、その中には「由仁町はいい町だ」と思い移
住する方もいるのではないかと考えています。

最近見かけなくなった赤とんぼ

秋の由仁町・栗山町合同物産展

鷹さん 
ジュニアオリンピック 100m では 2 連覇
達成！　4 × 100m リレーでも優勝しま
した。由仁っ子すごい (@_@) ！

ホルモンザンギや逆バーガーなど
うまいものが集まりました。

体験コーナーが楽しかったです。

毎年クローズの日に開催の大抽選
会。今年はちょっと早めに。

最後はお豆腐を作りました！

来季もよろしく！！

由仁町・栗山町合同物産展 
くわしい話はお隣のページで (^^♪

ゆにガーデンクローズ

※写真は鷹さんのご家族より提供していただきました。

うまいっしょ祭り＠ゆにガーデン

由仁町文化祭 手作り小学校終了
由
仁
町
に

　
　

ツ
ル
、
現
る
！
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施  設  名
12月 平成30年 1月

27㈬ 28㈭ 29㈮ 30㈯ 31㈰ 1㈪ 2㈫ 3㈬ 4㈭ 5㈮ 6㈯

役場一般事務
 ☎ 83-2111 8：30～17：00 年末年始休業日

※「出生・婚姻・死亡届」などの受付業務は行います

住民課
窓口のみ

開設

年末年始休業日
※1月9日㈫から始業

健康元気づくり館内
役場一般事務
☎ 83-4750

8：30～17：00 年末年始休業日　※1月9日㈫から始業

健康元気づくり館
☎ 82-2211

9：00
～

17：00
9：00～21：00 年末年始休業日

9：00
～

21：00

文化交流館
☎ 82-2000 定休 13：00～21：00

9：00
～

21：00
年末年始休業日 成人式

13：00～ 年末年始休業日
9：00
～

21：00

町立病院
☎ 83-2031 8：30～17：00 年末年始休業日

※急患の人は当直医師が診療します
8：30
～

17：00
定休

ゆめっく館
☎ 83-3803 10：00～18：00 年末年始休業日

※休館中は玄関横のブックポストに返却してください
10：00
～

17：00

町体育館
☎ 83-2556

13：00
～

21：00
定休

13：00
～

21：00

9：00
～

17：00
年末年始休業日

9：00
～

17：00

町民プール
☎ 83-4888

年末年始休業日
※年末は12月25日㈪まで開館

初泳ぎ
12：00
～18：00

年末年始休業日
※1月8日㈪から開館

町民センター
☎ 83-2304 9：00～21：00 年末年始休業日

9：00
～

21：00

〈各施設の年末年始休業日〉 休館・休業日 通常開館・業務日

年
末
年
始
情
報

臨時収集日  1月 5日㈮
収集地区 収集するごみ 収集しないごみ

資源ごみ
ダンボール・雑誌など

不燃ごみ（青色袋）
資源ごみ
びん・缶・ペットボトル（灰色袋）
プラスチック類（白色袋）
ダンボール・雑誌など

生ごみ（黄色袋）
可燃ごみ（赤色袋）

生ごみ（黄色袋）
可燃ごみ（赤色袋）
不燃ごみ（青色袋）
資源ごみ
びん・缶・ペットボトル（灰色袋）
プラスチック類（白色袋）

市街地区
▶由仁・三川・川端
▶山形・古川・下古山・熊本の
　非農家地区
農家地区
▶山形・古川・下古山・山桝・岩内

農家地区
▶古山・熊本・西三川・本三川・
　中三川・東三川・川端

臨
時
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　

１
月
４
日
㈭
に
役
場
本
庁
舎
１

階
住
民
課
窓
口
を
次
の
と
お
り
臨

時
に
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
窓
口
業
務
の
内
容

　

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証

　

明
書
、
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書

　

の
交
付

▼
時
間　
８
時
30
分
～
12
時
15
分

臨
時
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
人

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
は
、
事
前
に
電
話
予
約
を
し

て
お
く
と
、
休
日
で
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
12
月
29
日

㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
予
約
お
よ
び
受
け
取
り
の

　
で
き
る
人

　

由
仁
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

　

る
本
人
、
同
一
世
帯
の
人
で
す
。

　

南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
で
の
年

内
の
ご
み
の
収
集
と
直
接
搬
入
の

受
け
入
れ
は
12
月
30
日
㈯
ま
で
で

す
。

　

年
明
け
の
収
集
は
、
１
月
５
日

㈮
か
ら
行
い
ま
す
が
、
５
日
に
収

集
す
る
ご
み
は
左
表
の
と
お
り
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
常
の
収
集
業
務
と
ご

み
の
直
接
搬
入
の
受
入
れ
は
１
月

６
日
㈯
か
ら
行
い
ま
す
。

問
住
民
課
環
境
・
交
通
担
当

☎
83‒

３
９
０
３

　

12
月
31
日
㈰
か
ら
１
月
５
日
㈮

ま
で
く
み
取
り
業
務
を
休
み
ま
す
。

な
お
、
12
月
20
日
㈬
ま
で
の
申
し

込
み
分
に
つ
い
て
は
年
内
に
収
集

し
ま
す
が
、
12
月
21
日
㈭
以
降
の

申
し
込
み
分
に
つ
い
て
は
、
１
月

６
日
㈯
か
ら
く
み
取
り
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
年
明
け
の
電
話
受
付

は
１
月
４
日
㈭
か
ら
で
す
。

※
表
札
の
掲
示
と
く
み
取
り
口
周

　

辺
の
除
雪
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ト
イ
レ
の
中
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
、           

　

紙
お
む
つ
、
タ
オ
ル
な
ど
が
混

　

入
し
ま
す
と
、
し
尿
処
理
に
支

　

障
が
生
じ
ま
す
の
で
、
絶
対
に

　

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

☎
０
１
１‒

３
７
２‒
２
０
１
１

　

受
け
取
り
の
際
は
、
来
ら
れ
た

　

人
の
本
人
確
認
書
類
や
印
鑑
登

　

録
証
（
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。

戸
籍
関
係
の
届
け
出
に
つ
い
て

　

役
場
の
休
業
期
間
で
も
、
出
生
、

婚
姻
、
離
婚
、
死
亡
届
を
受
け
付

け
ま
す
。
内
容
や
添
付
書
類
に
不

備
が
あ
る
と
、
も
う
一
度
来
庁
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
出
生
、
婚
姻
、
離
婚
届
は
事

前
に
確
認
の
た
め
に
来
庁
い
た
だ

く
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

　

な
お
、
転
入
・
転
出
・
転
居
届

に
つ
い
て
は
、
役
場
の
休
業
期
間

中
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
転
出
す

る
日
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、

開
庁
日
に
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
入
・
転
居
を
さ
れ
る
人
は
、

異
動
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
届

け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
14
日
目
が
年
末
年

始
休
業
日
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合

は
、
休
み
明
け
の
開
庁
日
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
戸
籍
・
国
保
担
当

☎
83‒

３
９
０
３

住
民
課
戸
籍
窓
口
業
務

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り
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採
用
予
定
日

　

平
成
30
年
４
月
１
日

採
用
予
定
人
数　
１
人

受
験
資
格

・
年
齢
・
履
歴
（
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
）

①
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
人
で
、
１
級

　

土
木
施
工
管
理
技
士
ま
た

土
木
技
術
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

は
２
級
土
木
施
工
管
理
技

　

士
の
資
格
を
有
す
る
人

②
土
木
に
関
す
る
専
門
課
程

　

を
修
め
、
昭
和
63
年
４
月

　

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

で
、
工
業
高
等
専
門
学
校

　

も
し
く
は
大
学
を
卒
業
し

　

た
人
、
ま
た
は
平
成
30
年

　

３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

　

込
み
の
人

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

所
有
し
て
い
る
人

・
採
用
時
に
由
仁
町
内
に
居

住
で
き
る
人

・
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る

人
・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に

よ
る
欠
格
条
項
に
該
当
し

な
い
人

　

12
月
25
日
㈪
は
、
町
道
民

税
第
４
期
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
第
６
期
の

納
期
で
す
。

　

経
済
状
況
に
よ
り
、
町
税

（
料
）
の
納
付
が
困
難
に
な
っ

た
人
に
つ
い
て
は
、
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
出
が
困
難
な
人

は
、
あ
ら
か
じ
め
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
自
宅
に
伺
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
税
務
担
当

町
税
納
期
お
忘
れ

な
く

☎
83‒

３
９
０
２

役 場（ 代 表 ）
保 健 福 祉 課
（健康元気づくり館内）
町 立 病 院
消 防 由 仁 支 署

☎83-2111

☎83-４７５０

☎83-２０３１
☎83-２３８８

‒Information‒

暮
ら
し
の
情
報

▼
町
営
住
宅
募
集
住
棟

①
由
仁
町
三
川
泉
町
１
８
５

　

番
地
の
１　

三
川
泉
団
地

　

Ｃ
棟
２
階
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

②
由
仁
町
三
川
泉
町
１
８
０

　

番
地
の
４　

三
川
泉
団
地

　

Ｅ
棟
１
階
１
戸（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

③
由
仁
町
三
川
泉
町
１
８
０

　

番
地
の
４　

三
川
泉
団
地

　

Ｅ
棟
２
階
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

④
由
仁
町
三
川
泉
町
１
５
３

　

番
地
の
１　

わ
か
ば
団
地

　

４
号
棟
１
階
２
戸
（
新
築

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

月
額
家
賃　

入
居
者
の
収
入

　

に
よ
り
決
定

共
用
費　
共
用
部
の
電
気
料

敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

申
込
資
格

・
住
宅
に
困
き
ゅ
う
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

・
条
例
に
定
め
る
収
入
を
超

え
な
い
人

選
考
方
法　

住
宅
に
困
き
ゅ

　

う
す
る
度
合
の
高
い
順
で

　

決
定
し
、
選
考
し
が
た
い

　

場
合
は
公
開
抽
選
と
し
ま

　

す
。

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
募
集

　
住
棟

○
由
仁
町
新
光
１
９
１
番
地

　

の
２　

産
業
住
宅
団
地
Ｄ

　

棟
２
階
１
戸
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

月
額
家
賃　
２
９
、０
０
０
円

共
用
費　
共
用
部
の
電
気
料

敷
金　
家
賃
の
２
か
月
分

申
込
資
格　

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

・
条
例
に
定
め
る
所
得
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人

・
18
歳
以
上
59
歳
以
下
の
単

身
の
人

選
考
方
法　

申
込
者
が
募
集

　

戸
数
を
超
え
る
場
合
は
公

　

開
抽
選
と
し
ま
す
。

そ
の
他　

随
時
の
空
室
に
つ

　

い
て
は
、
ご
相
談
に
応
じ

　

ま
す
。

申
込
期
限　
12
月
20
日
㈬

必
要
書
類　

所
得
証
明
書
、

　

住
民
票
、
税
金
の
完
納
証

　

明
書
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

入
居
予
定　
1
月
下
旬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
水
道
課
土
木
・
建
築

　

担
当　

☎
83‒

２
１
１
６

▼
狩
猟
試
験
予
備
講
習
会

日
時　

平
成
30
年
１
月
28
日

　

㈰　

９
時
～
16
時
30
分

場
所　

岩
見
沢
市
民
会
館
ま

　

な
み
ー
る
（
岩
見
沢
市
９

　

条
西
４
丁
目
１
番
地
１
）

受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

・
第
１
種
、
第
２
種

７
、５
０
０
円

・
網
、
ワ
ナ　
５
、０
０
０
円

・
網
お
よ
び
ワ
ナ（
２
種
類
）

７
、５
０
０
円

職
務
内
容　

確
定
申
告
に
係

　

る
業
務

給
与　

時
給
８
１
０
円
（
社

　

会
保
険
・
雇
用
保
険
適
用
、

　

規
定
に
よ
り
通
勤
費
支
払

　

い
可
能
）

採
用
予
定
人
数　
１
人

要
件　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

　

を
使
え
る
人

雇
用
期
間　

平
成
30
年
１
月

　

９
日
㈫
～
３
月
30
日
㈮

休
日　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17

　

時
（
７
時
間
45
分
勤
務
、

　

休
憩
45
分
）

申
込
方
法　

12
月
15
日
㈮
ま

　

で
に
履
歴
書
を
直
接
、
役

　

場
税
務
担
当
宛
に
提
出

※
後
日
面
接
の
日
程
を
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

問
住
民
課
税
務
担
当

☎
83‒

３
９
０
２

▼
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　

受
付　
12
月
29
日
㈮
ま
で

　

年
齢　
18
歳
～
26
歳

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

　
校
生
徒
（
男
子
）

　

受
付　
１
月
９
日
㈫
ま
で

　

年
齢　
16
歳
ま
で
・
中
卒

　
（
見
込
み
含
む
）

　

各
種
採
用
試
験
の
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本

　

部
恵
庭
地
域
事
務
所
（
恵

　

庭
市
住
吉
町
２
丁
目
３
－

　

21
Ｈ
Ｔ
Ａ
ビ
ル
３
Ｆ
）

☎
０
１
２
３‒

34‒

５
４
３
８

給
与　

職
員
の
給
与
に
関
す

　

る
条
例
に
よ
る

申
込
期
限　

平
成
30
年
１
月

　

31
日
㈬

提
出
書
類　

履
歴
書
（
日
本

　

工
業
規
格
Ａ
４
版
）、
面

　

接
調
書
、
職
務
経
験
等
記

　

載
シ
ー
ト

※
面
接
調
書
、
職
務
経
験
等

　

記
載
シ
ー
ト
は
役
場
総
務

　

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま  

　

す
。
遠
方
の
人
は
郵
送
ま

　

た
は
メ
ー
ル
で
送
信
可
能

　

で
す
。

書
類
選
考　

受
付
後
、
書
類

　

選
考
を
行
い
ま
す
。

試
験
日　

書
類
選
考
の
う   

　

え
、
２
月
中
に
実
施
し
ま

　

す
。（
別
途
連
絡
し
ま
す
）

試
験
方
法　

筆
記
、
適
性
、

　

論
文
試
験
お
よ
び
面
接
。   

　

論
文
試
験
に
つ
い
て
は
、

　

試
験
日
当
日
に
論
文
テ
ー

　

マ
を
発
表
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
庶
務
・
財
政
担
当

☎
83‒
２
１
１
１

・
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と

同
時
に
網
ま
た
は
ワ
ナ
を

受
講（
２
種
類
）

１
０
、０
０
０
円

・
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と

同
時
に
網
お
よ
び
ワ
ナ
を

受
講（
３
種
類
）

１
２
、５
０
０
円

受
付
期
間　

12
月
19
日
㈫
～

　

平
成
30
年
１
月
19
日
㈮

▼
狩
猟
試
験

日
時　

平
成
30
年
２
月
４
日

　

㈰　

９
時
～

場
所　
空
知
総
合
振
興
局（
岩

　

見
沢
市
８
条
西
５
丁
目
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

空
知
猟
政
協
議
会

☎
０
１
２
６‒

25‒

５
７
６
８

※
予
備
講
習
受
講
料
の
助
成

　

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課
農
政
担
当　

☎
83‒

２
１
１
４

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

（
町
営
住
宅
・
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
）

狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び

予
備
講
習
の
お
知
ら
せ

臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す

自
衛
官
募
集
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次
の
日
程
で
献
血
車
が
来

町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

巡
回
日　
12
月
26
日
㈫

巡
回
場
所
・
時
間

・
役
場
前　
10
時
～
12
時
30
分

・
健
康
元
気
づ
く
り
館
前

13
時
45
分
～
16
時

目
標
献
血
者

　

60
人
（
前
回
献
血
者
52
人
）

協
力
団
体　

由
仁
ラ
イ
オ
ン

　

ズ
ク
ラ
ブ

　

ワ
ー
ク
内
）

日
時　

１
月
12
日
㈮　

16
時

　

～
17
時

場
所　
文
化
交
流
館

対
象
者　
優
良
運
転
者

問
由
仁
町
交
通
安
全
協
会

☎
83‒

２
３
６
２
（
メ
リ
ー

献
血
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

運
転
免
許
証
更
新

時
講
習

　　

子育て支援センター
（由仁保育園内）☎83-2173子育て支援センターだより

《クリスマスコンサートのお知らせ》
　今年のクリスマスは、北海道大学ジャズ研究
会、赤川智也さんが奏でるサックスの音色を楽
しみませんか？　子供たちには「大人気分で迎
えるクリスマス」、大人には「音のクリスマス
プレゼント」を届け、素敵なクリスマスにした
いと考えています。

1歳（ 4月1日現在）の子供とその保護者（4月 1日以

降に 1 歳を迎えた場合は、その月から参加できます）

2歳（ 4月1日現在）から就学前までの子供とその

保護者

【1月のわくわくたまごぐみ】 【1月のわくわくひよこぐみ】

場   所　由仁保育園
時   間　10時～11時
参加費　100円（毎回受付時徴収）
申込先　子育て支援センター
申込期限　12月 25日㈪まで

場   所　由仁保育園
時   間　10時～11時 30分
参加費　100円（毎回受付時徴収）
申込先　子育て支援センター
申込期限　12月 25日㈪まで

1�/ 17㈬　��小麦粉粘土 1�/ 24㈬　��小麦粉粘土

テーマ　ジャズで楽しむおしゃれ
　　　　クリスマス
日時　12月25日㈪　16時～17時
場所　由仁保育園
対象　就学前のお子さんとその保護者
参加費　無料
申込先　子育て支援センター
申込期限　12月22日㈮まで

　

平
成
30
年
は
、
明
治
元

年
（
１
８
６
８
年
）
か
ら
起

算
し
て
満
１
５
０
年
に
当
た

り
ま
す
。
政
府
で
は
「
明
治

１
５
０
年
」
関
連
施
策
と
し

て
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間

も
含
め
て
、
全
国
で
取
組
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.kantei.
go.jp/jp/singi/m

eiji150/
portal/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
は

「
明
治
１
５
０
年
」

空き家登録 新規 4 再登録 0 現在合計 7
空き地登録 新規 24 再登録 1 現在合計 45
成　約 空き家（売買） 5 空き家（賃貸） 0 空き地 2

電話 8件 メール 5件 来訪 17 件 合計 30 件

■住宅情報バンク登録および成約件数（平成29年10月31日現在）

■移住相談件数と相談内容（平成29年10月31日現在）

ゆに住まいNavi 由仁町移住交流支援センター
からのお知らせ

スタッフから
　現在登録されている物件は由仁、三川の市街地が主で、件数は 7 件しかありません。
そのため、何名かの相談者は、要望に合う物件が登録されるまで待っていただいている
状況です。また、移住希望者の中には、ペットを飼いたい、綺麗な星空を眺められる場
所がいい、のどかな田園風景に囲まれて暮らしたいなどの理由で、市街地ではなく農村
地区の物件を探している人もいるので、農村地区で居住可能な空き家についての情報を
お持ちの方は、当センターまでご連絡ください。

センター開設後の状況
　4月 1日に由仁町移住交流支援センターを開設して半年が経過しました。
　これまでの当センターにおける対応状況についてお知らせします。

由仁町中央 202 番地　 ☎・FAX　83-3755（月・火曜日定休）
E-mail　info@yuni-sumai.com　 WEB サイト　http://yuni-sumai.com問

マンモカードポイント 2倍出し実施！
毎月12日は由仁町「地産地消の日」

　毎月 1
ゆに
2 日は「地産地消の日」とし、町内の 21 店舗で、マンモカー

ドのポイント 2 倍出しを実施しています。町内でお買い物をしましょ
う！

あいたなか、そば処井むら、金山機械㈱、小寺書店、三瓶呉服店、てらさわ
玩具と文具のてる、カットハウスどりーむ、㈲長嶋米穀店、堀靴店、食事処まるやま
山城屋呉服店、㈱丸十わたなべ、デンキの加藤、倉増酒屋、㈲黒川薬局、スナック白馬車
㈱銅道電機、㈲中田石油、㈲中村兄弟商会、平尾ストアー

実施店舗は次のとおりです
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まちの　 情報鍵

12
月
の
認
知
症
カ

フ
ェ「
囲
炉
裏
庵
」

雪
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

除
雪
作
業
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

大
雪
や
暴
風
雪
へ
の

備
え

　

冬
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

町
道
な
ど
の
除
雪
作
業
を
行
い
ま

す
。
降
雪
量
が
多
い
と
き
は
、
作

業
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
４
つ
の
お
願
い

①
早
朝
作
業
に
ご
理
解
を

　

除
雪
作
業
は
早
朝
か
ら
行
わ
れ

ま
す
。
騒
音
・
振
動
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
。

②
路
上
駐
車
は
「
し
な
い
」「
さ
せ

　
な
い
」

　

大
雪
や
暴
風
雪
に
な
る
と
、
道

路
の
通
行
止
め
や
交
通
機
関
の
運

休
の
ほ
か
、
車
が
立
ち
往
生
し
て

身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た
り
、

停
電
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊

や
倒
木
と
い
っ
た
被
害
も
発
生
し

ま
す
。

　

札
幌
管
区
気
象
台
は
、
大
雪
や

暴
風
雪
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
予
想
し

た
時
に
は
、「
大
雪
警
報
」
や
「
暴

風
雪
警
報
」
を
発
表
し
、
警
戒
を

呼
び
か
け
ま
す
。

　

最
新
の
気
象
情
報
や
雪
の
状
況

は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
情
報
を
有
効
に
活
用
し

て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▼
雪
は
時
間
と
場
所
に
よ
っ
て
降

　
り
方
が
大
き
く
変
化
す
る

・
低
気
圧
の
通
過
や
地
形
の
影
響   

で
、
風
の
強
さ
や
見
通
し
が
急
激

に
変
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
晴
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
一
瞬
で

暴
風
雪
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
天
気
の
急
変
に
は
十
分
注
意

が
必
要
で
す
。

▼
車
の
立
ち
往
生
へ
の
対
応

・
後
続
車
か
ら
追
突
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ

せ
た
り
、
停
止
表
示
板
を
置
き
ま

し
ょ
う
。

・
車
内
で
救
助
を
待
つ
と
き
に
は
、

排
気
ガ
ス
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中

毒
や
低
体
温
症
に
十
分
注
意
が
必

要
で
す
。

・
原
則
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
防
寒

着
や
毛
布
、
新
聞
紙
な
ど
で
体
温

の
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
防
寒
な
ど
で
や
む
を
得
ず
エ
ン      

ジ
ン
を
か
け
る
と
き
に
は
、
マ
フ

ラ
ー
の
排
気
口
が
雪
で
詰
ま
ら
な

い
よ
う
頻
繁
に
し
っ
か
り
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

▼
除
雪
作
業
時
の
注
意

・
雪
に
よ
る
事
故
の
死
者
の
多
く    

は
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
除
雪

作
業
時
の
事
故
に
よ
る
も
の
で    

す
。
除
雪
は
必
ず
２
人
以
上
で
作

業
し
ま
し
ょ
う
。

・
ま
た
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
で
は
命

綱
を
つ
け
て
安
全
性
を
高
め
、
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▼
札
幌
管
区
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
「
暴
風
雪
へ
の
備
え
」

　
（http://w

w
w

.jm
a-net.go.jp/

　

sapporo/bousaikyouiku/

　

schoolbousai/boufusetsu/                             

　

boufusetsu.htm
l

）

問
札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

☎
０
１
１‒

６
１
１‒

０
１
７
０

　

除
雪
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

③
玄
関
前
の
雪
は
ご
家
庭
で

　

除
雪
後
に
各
家
庭
の
玄
関
前
な

ど
出
入
り
口
に
た
ま
っ
た
雪
の
処

理
は
、各
家
庭
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
事

　
故
の
も
と

　

走
行
車
が
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ

る
な
ど
、
事
故
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
道
路
に
雪
を
だ
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
建
設
水
道
課
土
木
・
建
築
担
当

☎
83‒

２
１
１
６

日
時　
12
月
20
日
㈬　
13
時
～
15
時

場
所　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
囲
炉
裏

　
（
三
川
緑
町
95
番
地
）

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
83‒

４
７
５
０

問
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
囲
炉
裏

☎
76‒

７
８
２
８

年
金
情
報

退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
国
民
年
金

の
加
入
を
忘
れ
ず
に

▼
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

退
職
な
ど
に
よ
り
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
の
資
格
を
喪
失
し
た
20

歳
か
ら
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
扶
養
さ
れ
て
い
た
20
歳
か

ら
60
歳
未
満
の
配
偶
者
も
、
変
更

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
、
納
付
書
な
ど
基
礎

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

②
印
鑑

③
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
、     

　

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な

　

ど
退
職
日
の
わ
か
る
も
の

▼
保
険
料
額

　

月
額
１
６
、４
９
０
円
（
平
成
29

　

年
度
）

▼
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

　

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
納

付
が
免
除
さ
れ
る
保
険
料
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
の
写
し
を
お
持

ち
に
な
り
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
戸
籍
・
国
保
担
当

☎
83‒

３
９
０
３

問
岩
見
沢
年
金
事
務
所
（
国
民
年

　

金
課
）

☎
０
１
２
６‒

22‒

５
８
０
４

・自宅で物品を買い取る訪問購入では、購入業者
は突然訪問して勧誘することはできません。

・購入業者は前もって電話などで連絡した場合で
も、消費者が事前に承諾した買い取り対象以外
の物品について売却を求めることはできません。

・業者に渡してしまった品物は、取り戻すことは
困難なことが多いため、自宅訪問や電話勧誘は
きっぱりと断りましょう。

・買い取り業務を行う事業者は、古物商許可証を
携帯し、消費者に掲示しなければなりません。
取引の際は古物商許可証の提示を求めましょう。

注意事項

こんにちは！消費生活相談室です

訪問して買取を行う業者は慎重に☞

　「不用品があれば買い取る」と女性
が訪問してきた。突然だったのです
ぐには用意できないことを伝えると、
1 時間後に今度は男性が来た。いら
ない洋服などを出したが「壊れた宝
飾品があれば出してほしい」と言わ
れ、指輪などを含めて 2 万 5 千円で
買い取ってもらった。その後、形見
の指輪を渡したことを後悔したのと
買い取り価格が安すぎると思い、買
い戻したいと電話したと
ころ「商品は別の業者に
渡してしまった」と言わ
れた。（60歳代女性）

国民生活センター事例より

南空知消費生活相談室 ☎72-3581
困ったときは南空知消費生活相談室にご相談ください
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毎月 19 日は「食育の日」　毎日しっかりごはんを食べましょう

はやね・はやおき・あさごはんげんきげんき

忘れていませんか、肺炎球菌予防接種
総合健診「冬のひまわり健診」申込受付中

　今年度の対象者へは 4 月にハガキで通知し
ています。平成 30 年３月 31 日までに接種を
済ませてください。
対象者
①今年度中（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年
　3 月 31 日）に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、
　85 歳、90 歳、95 歳、100 歳となる人
※過去に予防接種を受けた人は対象となりま
　せん。

② 60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓、腎臓ま
　たは呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活
　活動が極端に制限される程度の障がい（身
　体障害者手帳 1 級相当）を有する人
実施病院　牧野内科医院、由仁町立病院
接種方法　体調の良い日に個別通知ハガキと
健康保険証を持って受診してください。
接種費用　対象年齢の人は無料です。
※個別通知ハガキを紛失された人は保健予防
　担当へ連絡してください。
問保健福祉課保健予防担当　☎ 83-4750

　特定健診・基本健診にがん検診を組み合わ
せた総合健診です。今年度最後の総合健診に
なりますので、積極的な受診をお願いします。
日程・場所
平成 30 年 1 月 31日㈬　三川会館
平成 30年 2月1日㈭、2日㈮　健康元気づくり館

受付時間　7 時 30 分～ 10時 30 分
（混雑を避けるため時間差で案内します）

申込期限 　平成 30 年 1 月 16日㈫
申し込み・問い合わせ
保健福祉課保健予防担当　☎ 83-4750

医療機関 受付時間
受 診 可 能 日

申込先
月 火 水 木 金 土

牧野内科医院
【午前】 8時30分～11時 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 保健福祉課

☎ 83-4750【午後】 14時～16時 ○ ○ ○

町立病院
【午前】 9時～11時 ○ ○ ○ 町立病院

☎ 83-2031【午後】 13時～16時30分 ○ ○ ○ ○ ○

【お知らせ】
・特定健診、基本健診は事前
　に申し込みが必要です。
・国民健康保険加入者に
　は、5月に「特定健診受診                      
　券」を発送しています。健
　診当日必要です。
・牧野内科医院・町立病院と
　もに祝日は休診です。

町内医療機関　特定健診・基本健診カレンダー

※○が特定健診・基本健診を受けることのできる日です。診療日・時間とは異なります。

年齢 生年月日

65歳    昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生

70歳    昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生

75歳    昭和17年4月2日～昭和18年4月1日生

80歳    昭和12年4月2日～昭和13年4月1日生

85歳    昭和 7年 4月2日～昭和8年4月1日生

90歳    昭和 2年 4月2日～昭和3年4月1日生

95歳    大正11年4月2日～大正12年4月1日生

100歳    大正 6年 4月2日～大正7年4月1日生

平成29年度 高齢者の肺炎球菌感染症予防接種対象者

※平成 29年度特定健診対象者は、昭和18年 4月 1日～昭和53年 3月31日生まれおよび昭和17年 4月
　1日～昭和18年 3月31日生まれで健診当日 75歳に達していない人です。
※住民票のある人ならどの保険でも受診可能です。
※生活保護の人は無料です。

冬のひまわり健診料金表

健診項目 対　象 料　金 検査内容 備　考

特定健診 40～74歳

国保加入者
1,500円

基本健診
20～39歳 1,000円

75歳～ 1,500円

胃がん検診 40歳以上 1,300円 バリウム

肺がん(結核)検診 20歳以上 500円 レントゲン

喀
かくたん
痰健診 40歳以上 800円 3日分の痰

たん
提出

大腸がん検診 40歳以上 600円 2日分の検便   無料クーポン券の利用可

前立腺がん検診 50歳以上 1,944円 採血

エキノコックス症検診 小3以上 200円 採血

肝炎検査 40歳以上 2,052円 採血

胃がんリスク検査 20～50歳 4,320円 採血

国保以外の人は
加入保険によって

異なります

40歳のみ無料（昭和52年4月1日～昭和53年
3月31日生まれの人）

事前に特定健診受診券と保険証の写しを
健康元気づくり館へ提出してください

肺がんオプション検診
タバコを吸っている年数×1日の本数
＝600以上の人

40歳のみ無料（昭和52年4月1日～昭和53年
3月31日生まれの人）
過去に検査履歴のない人

ピロリ菌・ペプシノゲン検査
過去にピロリ菌検査をしたことがない人

身長・体重
腹囲・採血
血圧・尿検査

心電図
眼底検査
医師の診察
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消 防 署 通 信 
　

由
仁
消
防
団
で
は
10
月
29
日
、

健
康
元
気
づ
く
り
館
で
消
防
団
員

へ
の
教
育
訓
練
と
し
て
普
通
救
命

講
習
を
実
施
し
、
19
人
が
受
講
し

ま
し
た
。
参
加
団
員
は
積
極
的
な

姿
勢
で
講
習
に
臨
み
、
応
急
手
当

の
技
術
と
知
識
を
習
得
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
応
急
手
当
普
及
員
の
資

格
を
取
得
し
た
女
性
消
防
団
員
４

人
が
就
き
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
熱
心
に

指
導
を
行
い
、
講
習
終
了
後
に
は

受
講
者
へ
修
了
証
を
手
渡
し
ま
し

た
。

全
国
統
一
防
火
標
語 

　『
火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に
　

　
習
慣
に
』

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
年
の
暮

れ
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら
防
火
に
対

し
注
意
不
足
に
な
り
が
ち
で
、
例

年
各
地
で
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
暖
房
器
具
な
ど
火
を
使
用
す

る
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

今
一
度
「
火
の
用
心
」
に
心
が
け
、

火
災
の
な
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
お
済
み
で
な
い
家
庭
は

早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
１
９
番
通
報
を
受
け
て
救
急

車
が
出
動
し
て
か
ら
、
傷
病
者
を

医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
ま
で
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ケ
ガ
や
病
気
、
事
故
が
発
生

②
１
１
９
番
通
報

・
落
ち
着
い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
状
況
に
よ
り
口
頭
で
救
命
処
置
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
救
急
車
出
動

・
道
路
状
況
を
考
慮
し
、
最
適
な
順

路
で
急
行
し
ま
す
。

④
現
場
到
着

・
傷
病
者
や
家
族
、
関
係
者
に
話
を

聞
き
ま
す
。

・
事
故
内
容
、
周
囲
の
状
況
、
事
故

全
体
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
、

救
急
車
の
増
援
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

を
要
請
し
ま
す
。

⑤
傷
病
者
の
観
察

・
意
識
、
呼
吸
数
、
脈
拍
数
、
血
圧
、

体
温
の
測
定
。

・
触
診
に
よ
る
骨
折
部
位
・
腫
れ
の

程
度
や
神
経
症
状
の
確
認
。

・
聴
診
器
に
よ
る
呼
吸
器
系
、
心
電

計
に
よ
る
心
臓
の
状
態
の
確
認
。

※ 

「
観
察
」
と
は
体
の
状
態
の
把
握

　

と
確
認
を
行
う
こ
と
で
す
。
受

　

け
入
れ
医
療
機
関
に
傷
病
者
の

　

状
態
を
伝
え
る
う
え
で
最
も
重

　

要
な
業
務
で
す
。

⑥
応
急
処
置
の
実
施

・
救
命
の
た
め
の
必
要
な
処
置
を
最

優
先
で
実
施
し
ま
す
。

・
症
状
悪
化
防
止
や
痛
み
を
軽
減
す

る
た
め
の
処
置
を
実
施
し
ま
す
。

⑦
医
療
機
関
の
選
定

・
傷
病
者
や
家
族
が
希
望
す
る
か
か

り
つ
け
医
療
機
関
が
あ
る
場
合
は

考
慮
し
て
選
定
し
ま
す
が
、
病
室

の
ベ
ッ
ド
の
空
き
が
な
い
場
合      

や
、
医
師
の
不
在
な
ど
受
け
入
れ

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
症
状
が
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
の

診
療
科
と
一
致
し
て
い
な
い
と
き

は
、
症
状
を
説
明
し
搬
送
先
を
考

え
直
し
て
も
ら
い
ま
す
。

・
希
望
が
な
い
場
合
は
、
当
番
の
医

療
機
関
の
中
か
ら
症
状
に
適
応
し

た
直
近
の
医
療
機
関
を
選
定
し
ま

す
。

⑧
医
療
機
関
へ
連
絡

・
受
け
入
れ
の
確
認
の
た
め
医
療
機

関
に
連
絡
し
ま
す
。

・
家
族
に
よ
り
手
配
さ
れ
て
い
る
場

合
も
、
救
急
隊
が
観
察
し
た
傷
病

者
の
状
態
や
到
着
予
定
時
間
を
連

絡
し
ま
す
。

・
医
療
機
関
側
か
ら
受
け
入
れ
を
断

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
受
け
入
れ

可
能
な
医
療
機
関
が
決
定
す
る
ま

で
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　

⑨
現
場
出
発

・
車
内
で
継
続
的
に
必
要
な
処
置
や

観
察
を
行
い
搬
送
し
ま
す
。

・
傷
病
者
の
容
態
が
急
変
し
た
場
合

は
、
医
療
機
関
へ
適
時
連
絡
を
行

い
ま
す
。

⑩
医
療
機
関
到
着

・
医
師
や
看
護
師
に
発
症
か
ら
の
経

緯
や
観
察
結
果
、
実
施
し
た
応
急

処
置
を
伝
達
し
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

救
急
隊
は
一
分
、
一
秒
で
も
早

く
現
場
に
到
着
し
、
適
切
な
観
察
、

処
置
後
、
病
院
へ
搬
送
す
る
と
い

う
重
要
な
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
落
ち
着
い
た
行
動
が

命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

救
急
隊
も
尊
い
命
を
守
る
た
め
、

日
々
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
救
急
活
動
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

仁
消
防
団
団
員
教
育

訓
練
を
実
施

末
年
始
の
火
災
予
防

急
隊
の
仕
事
っ
て
！

由

年

救

北海道電力からのお願い
この冬も、引き続き「無理のない範囲での節電」にご協
力をお願いします。くわしくは、ほくでんホームページ
（http://www.hepco.co.jp/）をご覧ください。

ほくでん節電 ➡検索
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開館時間 ㈫～㈮ 10時～18時　㈯・㈰ 10時～17時

休館日 ㈪・㈷　電話 / FAX 83-3803/83-3056

新刊リスト
■一般書
建設中。／勝田尚哉
ワタナベマキのおいしい仕組み／ワタナベマキ
裏まで楽しむ！大相撲／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
ブラタモリ　９・10 ／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
るるぶ横浜鎌倉 ’18 ／ＪＴＢパブリッシング
ひとつの野菜で作る常備菜／庄司いずみ
葛飾北斎／美術出版社
生きていくあなたへ／日野原重明
今日の晩ごはんと明日のおべんとう／山脇りこ
自民党に天罰を！公明党に仏罰を！／佐高信
オーケストラ解体新書／中央公論新社
多品目少量栽培で成功できる！！ 小さな農業
の稼ぎ方／中村敏樹
100歳まで元気でいるための歩き方＆杖の使
い方／西野英行
いちばんやさしいゆび編みの小もの

／日本ヴォーグ社
かみやすい、飲み込みやすい健康ごはん

／主婦の友社
おい、マジか。池上彰の「ニュースを疑え！」

／池上彰
■小説・エッセイ
ワルツを踊ろう／中山七里
裏切りのホワイトカード／石田衣良
草笛物語／葉室麟
砂上／桜木紫乃
ホワイトラビット／伊坂幸太郎
孤軍／笹本稜平
星星の火　２／福田和代
花になるらん／玉岡かおる
宮辻薬東宮／宮部みゆき［ほか］
もし文豪たちがカップ焼きそばの作り方を書
いたら／神田桂一［ほか ]

ゆめっく館だより
12
月
９
日
㈯
　
14
時
～

ゆ
め
っ
く
館

★
お
は
な
し
と
工
作

12
月
23
日
㈯

★
お
は
な
し
会
は
お
休
み

　
で
す

12
月
26
日
㈫
　
16
時
～

三
川
会
館

★
お
は
な
し
と
工
作

お
は
な
し
会

こ
ど
も
映
画
会

おはなし会では絵本を

読んだ後に、楽しい工作

やゲームを行っています。

12
月
16
日
㈯
　
14
時
～

「
ミ
ッ
キ
ー
の
誕
生
日
」

60
分

１
月
６
日
㈯
　
14
時
～

「
が
ん
ば
れ
！
ル
ル
ロ
ロ

し
あ
わ
せ
の
お
や
つ
」

30
分

不明図書を探しています

来年もやります！「新春新刊福袋 2018」

　10 月 17 日～ 21 日の図書特別整理期間に、館内の
本と視聴覚資料の点検を実施しました。また、利用
者のみなさんに気持ち良く利用してもらえるように
棚をきれいに拭き、書架整理を行いました。
　点検の結果、不明となった図書は 2冊です。

▼不明図書（郷土資料 1 冊・一般書 1 冊）
　『平成 22 年度　ゆめっく 21 ジュニア海外派遣事業
　研修報告書』
　『老中は消えず　小説大久保彦左衛門』童門冬二／著

　郷土資料は由仁町の歴史を後世に残すための大切
な資料です。カウンターで手続きをせずに持ち出さ
れた本は返却をお願いします。また、返却日を過ぎ
ている本はすみやかにお返しください。ゆめっく館
の本は、町民みなさんの大切な財産です。

　1月 6日㈯の新年の開館にあわせ、新春新刊福袋
を貸し出します。中身はテーマでまとめられた新刊
書が 2冊入っています。
▶昨年の例　「子育て中のママ、頑張って！」「北海
道がキーワード」「時代小説が好きな方へ」「こうき
しんでいっぱいのきみへ」など。
　中身が見えないからこそ、思いがけない本に出会
う楽しみがあります。大人用 10 袋、子供用 5 袋限定
の先着順。今年もおみくじ入り！　利用は無料です。

掲載した本は一部です。毎週、本が入りますので館内の「新刊コーナー」をご覧ください。読みたい本
があれば、購入したり、ほかの図書館から借りておこたえしますので、どうぞリクエストしてください。

編
集
の
ひ
と
り
ご
と

　
今
月
の
表
紙
で
す
が
、
鷹
さ
ん
が
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
Ｖ
２
を
達
成
し
、
１
０
０
ｍ

決
勝
で
は
10
秒
96
で
ゴ
ー
ル
。
リ
レ
ー
で
は
、
42

秒
30
の
北
海
道
中
学
新
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会

に
も
出
場
。
高
校
１
年
生
に
混
ざ
り
、
中
学
生
で

は
唯
一
１
０
０
ｍ
決
勝
に
進
出
。
リ
レ
ー
で
も
第

５
位
の
大
健
闘
で
し
た
。

　
高
校
進
学
後
も
陸
上
競
技
を
続
け
る
こ
と
を
決

め
て
い
る
よ
う
で
す
。１
０
０
ｍ
自
己
ベ
ス
ト
は
、

日
本
人
初
の
９
秒
台
を
出
し
た
桐
生
選
手
の
中
学

３
年
の
記
録
よ
り
も
速
い
の
で
す
。
由
仁
町
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
…
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
地
域
活
性
課
地
域
活
性
担
当　
平
中
）

おくやみ

（11月15日までの届出分）

人の動き
人口：5,292人（前月比 －7人・前年比 －112人）
男性：2,525人／女性：2,767人
世帯：2,453世帯（前月比 －3世帯）
※平成29年11月1日現在（住民基本台帳人口）

赤ちゃん

氏名 月日 保護者    住所（自治区）
吉田　瑛

え い た
太 10・10 達也    西三川（同左）

髙山　依
い と
十 10・19 亮一    東栄（由仁７区）

野島　千
ち は や
颯 10・21 靖広    新光（下古山）

上田　典
てん

10・22 喜也    古川（同左）
蛇谷ひなた 11・２ 裕功    古山（同左）

氏名 年齢 月日   住所（自治区）
小前　秀光 82 10・18   古山（同左）
山下　節子 74 10・28   本町（由仁２区）
中西　優 77 10・29   本三川（同左）
冨澤　福松 91 11・８   東栄（由仁８区）
波　政一 68 11・13   東三川（同左）

ご
厚
意
感
謝
し
ま
す

　

一
般
社
団
法
人
札
幌
地

区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
町

内
の
子
供
た
ち
へ
絵
本
「
ラ

ン
デ
ィ
ー
と
レ
オ
ン
の
お

と
ど
け
も
の
」
６
冊
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
、
田
園
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
絵
画
教
室
（
代

表　

小
島
加
奈
子
さ
ん
）

か
ら
、
ゆ
め
っ
く
館
の
児

童
図
書
へ
と
２
３
、
０
０
０

円
の
寄
附
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
小
中
学

校
へ
は
、
小
島
さ
ん
が
作

画
を
さ
れ
た
絵
本
「
キ
ュ

ン
す
け
の
お
く
り
も
の
」

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
訂
正
と
お
わ
び
】

　
　

広
報
ゆ
に
11
月
号
22
ペ
ー
ジ

「
ご
厚
意
感
謝
し
ま
す
」
の
記
事
内

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て

お
わ
び
し
ま
す
。

（
正
）
㈱
小
野
電
業
社

（
誤
）
㈱
小
野
電
業
者

● ●29 28広報ゆに 広報ゆに
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木 金 土 日月 火 水

く ら し の カ レ ン ダ ー

12・1月

・・・ 暮らしの情報（18~20P）
・・・ 子育て支援センター（20P）

25

毎週の行事▶

水

金

  ふまねっと健康
  づくり教室
  健康元気づくり館
  10：00-11：40
  あかり館
  13：30-15：00

  ふまねっと健康
  づくり教室
  健康元気づくり館
  10：00-11：40
  あかり館
  13：30-15：00

  ふまねっと健康
  づくり教室
  川端消防会館
  10：00-11：40

  ふまねっと健康
  づくり教室
  川端消防会館
  10：00-11：40

  わくわくひよこ組
  （広報11月号）

  わくわくひよこ組
  （広報11月号）

  わくわくたまご組
  （広報11月号）

  食の６次産業化
  プロデューサー
  レベル1研修
  （広報11月号）

  由仁町成人式
  （広報11月号）

  健康・栄養相談室
  健康元気づくり館
  10：00-12：00

  健康・栄養相談室
  健康元気づくり館
  10：00-12：00

  健康・栄養相談室
  健康元気づくり館
  10：00-12：00

  手話サークルつぼみ
  健康元気づくり館
  10：00-11：30

  行政相談
  健康元気づくり館
  13：00-15：00

  行政相談
  健康元気づくり館
  13：00-15：00

・・・ まちの鍵情報（22~23P）
・・・ ゆめっく館だより（28P）

  町税納期限

※1月3日はありません

※1月5日はありません

  認知症カフェ
  「囲炉裏庵」

  すくすくサロン
  健康元気づくり館
  10：00-11：30
  乳幼児健診
  健康元気づくり館
  13：00-14：30受付

  げんき塾
  健康元気づくり館   10：30-11：30

  げんき塾
  三川会館   10：30-11：30

  おはなし会

  役場仕事納め   役場年末年始
  休業日
  ➡1月8日まで

  献血車巡回日

  ジャズで楽しむ
  おしゃれクリスマス

  こども映画会

  こども映画会
  新春新刊福袋

  由仁町議会
  第4回定例会
  9：30-
  ➡12月14日まで


